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1. 開催概要 
開催日時：平成 29 年 11 月 22 日（水）13:00～17:40 
場所：筑波宇宙センター 総合開発推進棟 大会議室(1F) 
主催：宇宙航空研究開発機構 環境試験技術ユニット 

 
2. 開催目的 

本ワークショップは、宇宙分野を中核に他分野も含めた試験技術者が一堂に会し、 
① 各分野(宇宙･航空･鉄道･自動車等)における試験技術に係る研究成果の共有 
② 現状の試験技術に係る課題等に関する意見交換 

等を行う。様々な課題に対する新たな知見の披露や課題への挑戦的な取り組み等の共有

を通じ、試験技術者間での交流を深め、業種の枠を超えたシナジー効果を発揮すること

を目的とする。 
 

3. 講演プログラム及び概要 
講演プログラム及び概要を表 3-1 に示す。 
また、ポスターセッションの発表内容及び概要を表 3-2 に示す。 

 
4. キャッチコピー及び宣伝ポスター 

第 15 回では、昨今の宇宙開発環境の変化に迅速に対応するという意思を込めて、 
以下のキャッチコピーを定めた。 
 
「Test Effectiveness ～Challenge at the Speed of Change～」 
 
また、宣伝用に配布したポスターを図 4-1 に示す。 

 
5. 来場者数 

来場者数は総勢 86 名であった。うち 46 名は JAXA 職員（環境試験技術ユニット職員

23 名を含む）であった。JAXA 外部からの参加者は主に宇宙機メーカ、計測機器メー

カ、設備メーカ、大学関係者、外部供用関係の設備ユーザ等であった。

This document is provided by JAXA.
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サ
ブ

シ
ス

テ
ム

と
位

置
付

け
ら

れ
る

大
型

機
器

に
対

す
る

衝
撃

試
験

の
場

合
、

試
験

条
件

を
満

た
す

た
め

の
試

験
装

置
自

体
の

開
発

が
必

要
と

な
る

。
本

技
術

発
表

で
は

、
質

量
が

3
0
0
kg

を
越

え
る

大
型

機
器

の
衝

撃
試

験
方

法
の

検
討

事
例

を
紹

介
す

る
。

ア
ダ

プ
タ

プ
レ

ー
ト

に
ハ

ニ
カ

ム
サ

ン
ド

イ
ッ

チ
パ

ネ
ル

を
採

用
し

、
実

際
の

搭
載

環
境

に
近

い
衝

撃
条

件
を

実
現

す
る

こ
と

を
試

み
た

。

宇
宙

輸
送

機
に

お
け

る
振

動
環

境
の

緩
和

は
、

搭
載

ペ
イ

ロ
ー

ド
や

ア
ビ

オ
ニ

ク
ス

機
器

の
開

発
コ

ス
ト

等
の

抜
本

的
低

減
に

つ
な

が
る

重
要

な
技

術
で

あ
る

。
本

研
究

で
は

高
い

エ
ネ

ル
ギ

損
失

特
性

を
有

す
る

単
結

晶
記

憶
合

金
に

着
目

し
、

ア
ビ

オ
機

器
搭

載
板

の
固

定
部

に
合

金
を

適
用

し
た

場
合

の
振

動
緩

和
効

果
に

つ
い

て
検

討
し

た
。

併
せ

て
、

振
動

環
境

下
に

お
け

る
構

造
異

常
を

検
出

す
る

シ
ス

テ
ム

と
し

て
光

フ
ァ

イ
バ

と
ワ

イ
ア

レ
ス

セ
ン

サ
を

併
用

し
た

構
造

ヘ
ル

ス
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
試

行
し

、
構

造
異

常
の

検
出

可
能

性
に

つ
い

て
検

討
し

た
結

果
を

報
告

す
る

。

1
6
:0

5
～

1
6
:3

5

「
標

準
化

活
動

の
意

義
と

，
環

境
試

験
技

術
へ

の
期

待
 」

従
来

の
標

準
化

は
，

信
頼

性
・
品

質
・
互

換
性

等
を

確
保

す
る

た
め

の
ツ

ー
ル

と
し

て
利

用
さ

れ
て

き
た

が
，

近
年

で
は

標
準

化
を

利
用

し
た

国
際

競
争

力
の

向
上

に
向

け
た

活
動

が
活

発
化

し
て

い
る

。
こ

こ
で

は
J
A

X
A

標
準

化
活

動
の

概
要

と
し

て
一

般
環

境
試

験
標

準
を

中
心

と
し

た
事

例
を

紹
介

す
る

と
と

も
に

，
今

後
の

，
安

全
・
信

頼
性

技
術

と
環

境
試

験
技

術
の

融
合

と
標

準
化

に
向

け
た

期
待

に
つ

い
て

報
告

す
る

。

「
宇

宙
機

一
般

試
験

標
準

の
A

改
訂

に
お

け
る

改
正

の
方

向
性

及
び

主
な

変
更

点
 」

J
A

X
A

宇
宙

機
一

般
試

験
標

準
A

版
の

改
正

が
F
Y
2
8
年

度
末

に
完

了
し

、
公

開
さ

れ
た

。
本

発
表

は
J
A

X
A

試
験

標
準

の
遷

移
、

A
改

訂
ま

で
4
年

間
に

亘
り

、
幅

広
く
関

係
者

の
意

見
を

取
り

入
れ

、
優

先
課

題
の

設
定

並
び

に
委

員
会

の
度

重
ね

た
議

論
、

パ
ブ

リ
ッ

ク
レ

ビ
ュ

ー
を

経
る

等
の

活
動

及
び

J
A

X
A

宇
宙

機
開

発
に

適
用

す
る

文
書

と
し

て
改

正
の

方
向

性
（
要

求
事

項
、

実
施

方
法

、
テ

ー
ラ

ー
リ

ン
グ

）
及

び
主

な
変

更
点

に
つ

い
て

報
告

す
る

。
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力
　

氏
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勤
忠

　
氏

閉
会

挨
拶

　
（
宇

宙
航

空
研

究
開

発
機

構
　

環
境

試
験

技
術

ユ
ニ

ッ
ト

長
　

中
尾

 正
博

）

意
見

交
換

会
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「
宇

宙
輸

送
機

の
振

動
環

境
緩

和
に

関
す

る
研

究
」

宇
宙

航
空

研
究

開
発

機
構

研
究

開
発

部
門

第
四

研
究

ユ
ニ

ッ
ト

/
研

究
開

発
部

門
第

二
研

究
ユ

ニ
ッ

ト
伊

海
田

　
皓

史
　

氏
　

/
　

柳
瀬

　
恵

一
　

氏

休
憩

・
ポ

ス
タ

ー
セ

ッ
シ

ョ
ン

（
環

境
試

験
技

術
ユ

ニ
ッ

ト
成

果
紹

介
②

）
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宇

宙
航

空
研

究
開

発
機

構
安

全
・
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頼
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推
進

部
 安

全
・
信

頼
性

推
進

グ
ル

ー
プ

角
　

有
司

　
氏

休
憩

・
ポ

ス
タ

ー
セ

ッ
シ

ョ
ン

（
環

境
試

験
技

術
ユ

ニ
ッ

ト
成

果
紹

介
①
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「
大

型
機

器
を

対
象

と
す

る
衝

撃
試

験
法

の
一

例
」

三
菱

電
機

株
式

会
社

　
鎌

倉
製

作
所

衛
星

情
報

シ
ス

テ
ム

部
佐

々
野

　
浩

　
氏
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事
業

部
井

上
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太

　
氏
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早

稲
田

大
学

　
シ

ス
テ

ム
デ

ザ
イ

ン
研

究
室

宮
下

　
朋

之
　

氏

題
目

及
び

概
要

開
会

挨
拶

 (
宇

宙
航

空
研

究
開

発
機

構
 技

術
参

与
 舘

 和
夫

 氏
)
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「
D

ig
it

a
l 
P

ro
to

ty
p
e
 M

o
d
e
lに

よ
る

宇
宙

機
開

発
に

向
け

て
」

株
式

会
社

テ
ク

ノ
ソ

ル
バ

　
代

表
取

締
役

中
村

　
和

行
　

氏

表 3-2 ポスターセッションの発表内容及び概要 
（発表者：環境試験技術ユニット職員） 

 
  

番号 出展者

ミッション喪失による損失が大きい大型宇宙機や国策にかかわるミッションについては、そのリスクを低減するために
厳しい環境試験条件が課せられている。しかしながら、この環境試験条件は、低コスト・短納期が求められる宇宙機や
小型衛星にとって最適とはならない場合がある。本発表ではトータルコスト ―― ミッション喪失コストと厳しい試験条
件を課すことによる増加コスト ―― の期待値を最小化するという観点で、試験条件を適正化する方法を提案する。

システム試験時負荷よりも大きくかつ過負荷にもならない"良い塩梅"の機器単体試験条件を規定することは損失コス
トを抑制する上で重要であるが、現行の機器開発では単体試験やシステム試験でのアンダー／オーバーテスティング
による技術検討や設計変更を余儀なくされる例が散見される。本資料では過去試験データの統計解析による、システ
ム試験で機器単体試験を上回る負荷が印加される確率を設計者が任意にコントロール可能な機器単体試験条件の
設定手法について提案する。

宇宙機の音響試験は、ロケットで規定されている試験レベルと試験時間で"拡散音場"において試験を行うことが要求
されている。"拡散音場"は宇宙機供試体の高次振動モードを励起することができ、また、供試体の反響室での設置位
置条件を守れば非常に安定して試験を実現できるロバストな試験法であるからである。本資料では、1600㎥音響試
験設備の反響室も用いたフライト時の音響環境模擬の妥当性について、"拡散音場"模擬の観点から、地上音響試験
データ及びフライトデータを定量的に比較した結果を紹介する。

一般的な宇宙機開発で考慮される運用環境は地上輸送・ハンドリング・ロケット打上げ・軌道上環境が主であるが、こ
れら以外の環境に遭遇し得るプロジェクトの場合考慮すべき運用環境について適切に環境条件を規定し供試体の耐
性を検証する必要がある。本資料ではHTV搭載小型回収カプセルを例に取り、大気圏再突入環境に遭遇する供試体
の熱真空及びランダム振動環境の耐性検証試験について、試験条件の規定方法や実際の試験結果等について報告
する。

宇宙機の熱真空試験では多い時では1,000ch以上もの熱電対を取り付けて温度計測を行う。そのためケーブルの配
線に多くの工数がかかる、試験中にケーブルが断線して温度計測不能になるリスクがあるといった問題を抱えてい
る。これらの問題を解決するため、JAXAでは温度データを無線通信で伝達する熱真空試験用ワイヤレス温度計測シ
ステムを開発している。本発表ではシステムの予定仕様及び開発試験の進捗について報告する。

磁気試験設備では地磁気を消去した零磁場空間を構築し，宇宙機の磁気特性測定や搭載観測器等の校正が実施さ
れる．零磁場空間の構築に使用している設備用磁力計はセンサ部が非常に大型で零磁場空間内の残留磁束分布等
を細かく測定することが難しい．本研究では将来ミッションの試験要求や設備周辺の磁場環境悪化を踏まえた零磁場
空間の性能向上に適用すべく，小型・高精度な新方式磁力計の実用化を目指している．本発表ではFY28に九州大学
と実施した共同研究の結果を交え，現在の研究概要について報告する．

電波試験設備のコンパクトレンジシステムは、反射鏡を用いることで限られた空間内において遠方界測定を実現する
アンテナ設計検証システムである。同システムは整備されて20年以上が経過しているため老朽化が顕著であり、設備
改修・更新が急がれる。そこで本紙では、これまでの設備ユーザの運用実績やユーザによる設備改善要望、世界的な
人工衛星開発状況とそれに付随する電波試験設備最新化等を踏まえ、短期的、中長期的に実施すべく改修・更新の
基本設計結果を報告する。

宇宙分野以外の機関法人に対して供用促進を図っている設備紹介動画を紹介する。

筑波宇宙センター　総合開発推進棟　1階ロビー (出展者：　環境試験技術ユニット職員)
題目及び概要

 テーマ①　環境試験の有効性検討(Test Effectiveness)

WS15
-P01

宇宙機やそのミッションに応じたトータルコスト最小化の観点による試験条件の適正化

○髙橋大祐

WS15
-P02

損失コスト抑制のための試験時機器破損確率評価の試み
-システム音響試験とコンポーネントランダム振動試験を例に-

○嶋崎信吾

WS15
-P03

1600㎥音響試験設備における地上音響試験データとロケット打上げ時におけるフライトデータの定量的
比較による音響環境”拡散音場”模擬の妥当性検討

○戸高大地

テーマ③　試験設備の研究開発と運用

WS15
-P05

熱真空試験セットアップの簡略化を目指したワイヤレス温度センサの開発

○天田剛
   森研人

テーマ②　プロジェクト技術支援

WS15
-P04

通常の宇宙機とは異なる運用環境に遭遇する供試体の試験条件設定とその実際
-HTV搭載小型回収カプセルを例に-

○森研人
   嶋崎信吾

WS15
-P08

【映像展示】試験設備供用制度の紹介 ○堀内佑至
   天田剛

WS15
-P06

宇宙機磁気試験設備への適用を目指した小型・高精度新方式磁力計の研究開発

○村田直史
　 野村麗子

WS15
-P07

電波試験設備　コンパクトレンジシステムの改修・更新基本設計検討

○清水隆文
   緒方拓斗
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皆さんこんにちは。JAXA の技術参与の舘でございます。よろしくお願いいたします。 

この第 15 回試験技術ワークショップの開催に際して、いくつかコメントさせていただきた

いと思います。 

 

まず、世界の動きについてです。皆さんご存知の通り、スペース X を始め、いろいろな

ところで民間企業が活躍しております。これは非常に大きな流れです。我が国においても、

例えばアクセルスペースさんが、今現在、私どもの試験設備を使って革新的技術衛星の試

験を行っております。あるいは、先週私は、インドに行っておりまして、インドの ISRO と

いう宇宙機関でございますが、そこで、試験設備等を見せていただきました。インドは、

現在 17 機の衛星を有しております。また、それ以上にもたくさん作っています。つまり、

こういった新興国も非常に頑張っているというのが、世界の流れになっています。こうい

う流れがまず、我々を取り巻く環境の一つです。 

 

一方で、本日もお話にあると思いますが、IT 化に関して、いわゆる、Rapid Prototyping と

して、いかに早く設計を済ましてしまうかという流れがございます。設計を進めるととも

に、シミュレーションを使って、なるべく試験をしないで済ませて進めているということ

が実態となっています。例えば、私どもの展示館としてスペースドームというものがござ

いますが、ここには、昔の衛星はございますが、新しい衛星の EM というものございませ

ん。広報関係者からは、新しい衛星の展示はできないかのという問い合わせがあります。

これは、経験と共にシミュレーションが発達し、効率化・省コスト化の恩恵を受けている

といえます。したがって、このように IT 化による流れがあります。それであるならば、試

験は省けるかとなりますが、これは別問題です。品質を確保することや信頼性を確保する

という点において、試験は不可欠です。しかし、ただ単に試験をするのではなくて、試験

のデータを分析して、さらにはこれをフィードバックする必要があります。例えば、本年

度、環境試験技術ユニットの職員が、熱サイクル数を従来の 8 サイクルから 4 サイクルに

削減するという指針を打ち出し、それでも十分使えるということを証明しております。こ

のように、試験についてもより改善していくという動きが大切になります。 

もう一方では、本日も話にあるかと思いますが、標準化して世界に打ち出す、訴えてい

くということが、我々の存在意義にもなりますし、皆さんの作業にも役に立つのではない

かと思っています。 

 

最後にこのワークショップのポイントになりますが、宇宙分野の方それから非宇宙分野

の方との交流が非常にいい点だと思います。私が以前 IT を担当していた時もそうでしたが、

やはり宇宙分野に閉じこもっているだけでは、世の中の動きが見えなくなる。IT 化はどち

らかといえば、宇宙分野ではないところが進んでいる。これを取り入れることで宇宙分野

がより発展する。反対に、宇宙分野や宇宙の試験分野が進んでいるところを宇宙以外の分
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皆さんこんにちは。JAXA の技術参与の舘でございます。よろしくお願いいたします。 

この第 15 回試験技術ワークショップの開催に際して、いくつかコメントさせていただきた

いと思います。 

 

まず、世界の動きについてです。皆さんご存知の通り、スペース X を始め、いろいろな

ところで民間企業が活躍しております。これは非常に大きな流れです。我が国においても、

例えばアクセルスペースさんが、今現在、私どもの試験設備を使って革新的技術衛星の試

験を行っております。あるいは、先週私は、インドに行っておりまして、インドの ISRO と

いう宇宙機関でございますが、そこで、試験設備等を見せていただきました。インドは、

現在 17 機の衛星を有しております。また、それ以上にもたくさん作っています。つまり、

こういった新興国も非常に頑張っているというのが、世界の流れになっています。こうい

う流れがまず、我々を取り巻く環境の一つです。 

 

一方で、本日もお話にあると思いますが、IT 化に関して、いわゆる、Rapid Prototyping と

して、いかに早く設計を済ましてしまうかという流れがございます。設計を進めるととも

に、シミュレーションを使って、なるべく試験をしないで済ませて進めているということ

が実態となっています。例えば、私どもの展示館としてスペースドームというものがござ

いますが、ここには、昔の衛星はございますが、新しい衛星の EM というものございませ

ん。広報関係者からは、新しい衛星の展示はできないかのという問い合わせがあります。

これは、経験と共にシミュレーションが発達し、効率化・省コスト化の恩恵を受けている

といえます。したがって、このように IT 化による流れがあります。それであるならば、試

験は省けるかとなりますが、これは別問題です。品質を確保することや信頼性を確保する

という点において、試験は不可欠です。しかし、ただ単に試験をするのではなくて、試験

のデータを分析して、さらにはこれをフィードバックする必要があります。例えば、本年

度、環境試験技術ユニットの職員が、熱サイクル数を従来の 8 サイクルから 4 サイクルに

削減するという指針を打ち出し、それでも十分使えるということを証明しております。こ

のように、試験についてもより改善していくという動きが大切になります。 

もう一方では、本日も話にあるかと思いますが、標準化して世界に打ち出す、訴えてい

くということが、我々の存在意義にもなりますし、皆さんの作業にも役に立つのではない

かと思っています。 

 

最後にこのワークショップのポイントになりますが、宇宙分野の方それから非宇宙分野

の方との交流が非常にいい点だと思います。私が以前 IT を担当していた時もそうでしたが、

やはり宇宙分野に閉じこもっているだけでは、世の中の動きが見えなくなる。IT 化はどち

らかといえば、宇宙分野ではないところが進んでいる。これを取り入れることで宇宙分野

がより発展する。反対に、宇宙分野や宇宙の試験分野が進んでいるところを宇宙以外の分

野に還元するというスピンオフあるいはスピンアウトを行うことが大事だと思っておりま

す。 

以上、４点申し上げましたけれども、本ワークショップでこれらを議論いただければ私

どももうれしく思います。以上をもちまして私の挨拶といたします。 

 

  

図 6-1 開会挨拶とワークショップ会場  
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質疑応答 
 

質問者① JAXA 第一宇宙技術部門衛星利用運用センター 夏井坂様 

締結部のファスニングのモデル化や、CFRP 等の CAD のデータベースとして有していな

い非金属材料をモデル化することが難しいと思いますが、宇宙以外の民生分野において、

これらのモデル化の確度に関して知見があればお願いしたい。 

 

発表者 

ファスニングのモデル化に関しては、弊社としてはモデル化の方法とその精度に関する

経験的な知見を有していますが、これらの知見を共有化していかなければならないと考え

ております。また CFRP に関しては、弊社の場合、プリプレグメーカとのつながりがあり情

報を有しているため、検討の初期段階においては経験的にプリプレグの性能を設定してい

ます。しかし最終的には試験データに基づいて CFRP の材料特性を決める必要があると思い

ます。そういった意味では複合材の材料データベースがあると非常に嬉しいです。 

 

質問者② JAXA 環境試験技術ユニット 施様 

ご発表にもあった通り、有人宇宙の分野においては No-test Factor として 1.5 倍の解析マ

ージンを設ければ試験をしなくてもよいという基準がある一方、現行の JAXA 宇宙機設計

標準では、音響・ランダム・衝撃解析において解析マージンをいくら積んでも、解析だけ

では検証されるということにはなっていません。これに関して、今後解析で認定を行うと

いった方向に進むために、JAXA への期待があれば教えていただきたい。 

 

発表者 

解析をやっていると実際の試験データが不足するということがあります。例えば弊社と

しては音響応答解析に関する検討を進めたいという気持ちがあるが、使える音響試験デー

タ、すなわち供試体の情報が含まれた試験データが不足しているという課題があります。

守秘義務があるため難しいとは思いますがが、そういったデータをうまく共有化できない

かという期待があります。 

 

質問者③ 日本電気株式会社 井上様 

昨今、3D プリンタによる構造物等が宇宙機の分野でも使用されるようになってきていま

すが、これに関しても認定の壁が存在すると考えています。このような 3D プリンタによる

構造物等に関する課題に対して、DPM によるアプローチ等、ご見解があれば教えていただ

きたい。 
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質疑応答 
 

質問者① JAXA 第一宇宙技術部門衛星利用運用センター 夏井坂様 

締結部のファスニングのモデル化や、CFRP 等の CAD のデータベースとして有していな

い非金属材料をモデル化することが難しいと思いますが、宇宙以外の民生分野において、

これらのモデル化の確度に関して知見があればお願いしたい。 

 

発表者 

ファスニングのモデル化に関しては、弊社としてはモデル化の方法とその精度に関する

経験的な知見を有していますが、これらの知見を共有化していかなければならないと考え

ております。また CFRP に関しては、弊社の場合、プリプレグメーカとのつながりがあり情

報を有しているため、検討の初期段階においては経験的にプリプレグの性能を設定してい

ます。しかし最終的には試験データに基づいて CFRP の材料特性を決める必要があると思い

ます。そういった意味では複合材の材料データベースがあると非常に嬉しいです。 

 

質問者② JAXA 環境試験技術ユニット 施様 

ご発表にもあった通り、有人宇宙の分野においては No-test Factor として 1.5 倍の解析マ

ージンを設ければ試験をしなくてもよいという基準がある一方、現行の JAXA 宇宙機設計

標準では、音響・ランダム・衝撃解析において解析マージンをいくら積んでも、解析だけ

では検証されるということにはなっていません。これに関して、今後解析で認定を行うと

いった方向に進むために、JAXA への期待があれば教えていただきたい。 

 

発表者 

解析をやっていると実際の試験データが不足するということがあります。例えば弊社と

しては音響応答解析に関する検討を進めたいという気持ちがあるが、使える音響試験デー

タ、すなわち供試体の情報が含まれた試験データが不足しているという課題があります。

守秘義務があるため難しいとは思いますがが、そういったデータをうまく共有化できない

かという期待があります。 

 

質問者③ 日本電気株式会社 井上様 

昨今、3D プリンタによる構造物等が宇宙機の分野でも使用されるようになってきていま

すが、これに関しても認定の壁が存在すると考えています。このような 3D プリンタによる

構造物等に関する課題に対して、DPM によるアプローチ等、ご見解があれば教えていただ

きたい。 

 

 

発表者 

3D プリンタによる構造物がどれほど欠陥を内包するかというのと、使用可能な金属が限

定されることによる強度不足が課題であると考えます。しかしながら 3D プリンタによる構

造物は一体物であるため、解析誤差の要因である締結部を有していないので、解析精度は

高いと思います。 
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質疑応答 
 

質問者① JAXA 研究開発部門 高井様 

発表資料の p10 と p19 において短縮期間の記載がありますが、インテグレーションフェ

ーズにおいて試験が増えたにも関わらず、インテグレーションで約 2 か月期間を短縮でき

ていますがこの要因について教えてください。 

また、システム全体では機械環境試験や熱試験をしていないと理解しましたが End to End

試験を重視する JAXA の考え方との相違について教えてください。 

 

発表者 

1 点目について、バス状態で行った一つ一つの試験期間を短縮したことが挙げられます。

ASNARO-1 や同様のバスシステムを採用した「ひさき」や「あらせ」の実績を踏まえ各環

境試験や電気試験をなるべく省略しました。 

2 点目について、End to End の試験は最小限実施しています。ミッション部とバス部のイ

ンタフェースを簡素化しているため環境試験はシステムレベルの試験を最小限にできてい

ます。一方、電気試験に関しては End to End の試験を行いました。このようにメリハリを

つけて試験を実施することで品質を保ちつつも試験期間を短縮することができました。 

 

質問者 

システムレベルで振動試験や熱試験は実施していないのでしょうか。 

 

発表者 

ワークマンシップのスクリーニング等、システムレベルで重要な項目は実施しています。 

 

質問者② JAXA 環境試験技術ユニット 施様 

 今後の展望として、IoT や AI 等の新技術を取り入れてさらなる短縮化、効率化を図ると

していますが、具体的な短縮効果はどれくらいを見込んでいるでしょうか。特に試験の現

場では試験結果の評価に時間がかかりますが、評価の時間をどれくらい短縮できるかにつ

いてご意見があれば教えてください。 

 

発表者 

具体的な短縮期間はミッション内容にもより一概に言うのは難しい状況です。自動化と申

しましても人間が行う作業はまだ残されていて、そこには時間がかかっています。そうい

った部分の自動化と品質記録の電子化を行うことで期間に留まらず、係る人数も減らした

いと考えています。 
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質疑応答 
 

質問者① JAXA 研究開発部門 高井様 

発表資料の p10 と p19 において短縮期間の記載がありますが、インテグレーションフェ

ーズにおいて試験が増えたにも関わらず、インテグレーションで約 2 か月期間を短縮でき

ていますがこの要因について教えてください。 

また、システム全体では機械環境試験や熱試験をしていないと理解しましたが End to End

試験を重視する JAXA の考え方との相違について教えてください。 

 

発表者 

1 点目について、バス状態で行った一つ一つの試験期間を短縮したことが挙げられます。

ASNARO-1 や同様のバスシステムを採用した「ひさき」や「あらせ」の実績を踏まえ各環

境試験や電気試験をなるべく省略しました。 

2 点目について、End to End の試験は最小限実施しています。ミッション部とバス部のイ

ンタフェースを簡素化しているため環境試験はシステムレベルの試験を最小限にできてい

ます。一方、電気試験に関しては End to End の試験を行いました。このようにメリハリを

つけて試験を実施することで品質を保ちつつも試験期間を短縮することができました。 

 

質問者 

システムレベルで振動試験や熱試験は実施していないのでしょうか。 

 

発表者 

ワークマンシップのスクリーニング等、システムレベルで重要な項目は実施しています。 

 

質問者② JAXA 環境試験技術ユニット 施様 

 今後の展望として、IoT や AI 等の新技術を取り入れてさらなる短縮化、効率化を図ると

していますが、具体的な短縮効果はどれくらいを見込んでいるでしょうか。特に試験の現

場では試験結果の評価に時間がかかりますが、評価の時間をどれくらい短縮できるかにつ

いてご意見があれば教えてください。 

 

発表者 

具体的な短縮期間はミッション内容にもより一概に言うのは難しい状況です。自動化と申

しましても人間が行う作業はまだ残されていて、そこには時間がかかっています。そうい

った部分の自動化と品質記録の電子化を行うことで期間に留まらず、係る人数も減らした

いと考えています。 

  

 
 
 
 
 
 
 
 

6.4. 超小型人工衛星開発における学生教育 

 

早稲田大学 システムデザイン研究室 

宮下 朋之 氏 
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質疑応答 
質問者① JAXA 環境試験技術ユニット 施様 

ノウハウの継承ということで、修士の学生ですと 2 年で卒業して次の学生が入ってくる

ことになると思いますが、今まで培ってきたノウハウや技術をどのようにして継承されて

いるか、ということについて大学としてどのように取り組んでいるか教えて頂ければと思

います。 

 

発表者 

どうやって業務を引き継いでいけるかというのもその人の資質の 1 つになってくるとい

う風に思います。きちんと引き継ぐということを前提にしないというのも、教育を進める

上での一種の考え方になれるかと思っていますので、いったんは私が全部引き取るという

ことにしています。そうすると、何か新たに学生が取り組もうとするとここはこういう風

に気を付けた方がいいよ等といったアドバイスもできますので、そういったところでまず

は担保しています。あとは、卒業生が遊びに来てくれることがありますので、そういった

機会を活用して新しい人が活動を始めてから引き継ぎを行うというちょっと泥臭いやり方

も行っていまして、何かシステム的に取り組むのはどうかなという印象はあります。 

 

質問者② 株式会社テクノソルバ 中村様 

 コメントというよりはお願いですけども、実は私昨年まで衛星設計コンテストの審査員

をやっておりまして、ここ何年間か質・量ともに低下傾向にあると感じています。ぜひこ

ういった活動をされているのであれば衛星設計コンテストにもご応募いただくと、JAXA、

メーカのベテランの審査員の方々にシビアなコメントを頂くことが出来ますので、ぜひそ

ういったところにも出して頂きたいなというお願いです。 

 

発表者 

 分かりました。ありがとうございます。 

 

質問者③ JAXA OB 斎藤様 

 本日のテクノソルバ中村様の発表にも関係するのかと思いますが、資料の中で接触熱抵

抗の実験を行われているとありましたが、このようなデータはどのように蓄積されている

のでしょうか。このようなデータは解析に重要で、この辺を如何に蓄積・公開してみなさ

んに広く使えるようにするかというのが重要かと思ったのですが、宇宙関係ではメーカ各

社ノウハウを持っておられて開示されていないのかなと思います。この辺をどのようにや

られているのか、今後どのように取り組んでいかれるのかという点についてお聞かせいた

だければと思います。 
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発表者 

 この研究自体は 3 年くらい継続して取り組んでおり、データの蓄積はしております。た

だ衛星の開発の方が忙しくなって研究全体が完全に発表できているかというとそういった

ことはなく、もちろん活用して頂けるようであればデータはいくらでもお出しすることは

できると考 
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発表者 

 この研究自体は 3 年くらい継続して取り組んでおり、データの蓄積はしております。た

だ衛星の開発の方が忙しくなって研究全体が完全に発表できているかというとそういった

ことはなく、もちろん活用して頂けるようであればデータはいくらでもお出しすることは

できると考 

 

  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

6.5. 大型機器を対象とする衝撃試験法の一例 

 
三菱電機株式会社 鎌倉製作所 

衛星情報システム部 

佐々野 浩 氏 
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質疑応答 
質問者① JAXA 研究開発部門 柳瀬様 

発表頂いたようなレベルの衝撃試験は年間何回くらいあるのでしょうか。 

 

発表者 

 まず、サブシステムに対して衝撃試験を求められることはほぼありません。弊社では、

サブシステムを対象とした衝撃試験は 10 年以上実施していなかったと思います。今回サブ

システムを対象に衝撃試験を実施した目的は、衝撃によって機能に影響を与え得る有害な

アライメント変化が生じないことの検証です。 

 

質問者 

 衝撃試験条件は一般的には大型衛星だとパネルごとに一律何 G SRS のように定義される

と思いますが、発表のようなやり方では通過点に近いところは良いけれども遠いところは

満たせないというのは、分散して当てたということなのでしょうか。 

 

発表者 

 衛星システム構造モデルの衝撃試験時に、各取付点近傍にモニタ点を設けていまして、

それぞれ衝撃レベルを確認しております。そのレベルを超えるような条件として、個別に

印加しました。 

 

質問者 

 最後の質問ですが、事前調整の時、本物を置く前に本当にレベルが出るかを確認しない

といけないですが、これが大変だったのではないかなと思いました。 

 

発表者 

 システムに提供した構造モデルがございましたので、構造モデルを使いまして事前の確

認を実施しております。 
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質問者② 株式会社テクノソルバ 中村様 

 錘を落下させているのですが、これは例えばバネ等で加速を行うのですか？ 

 

発表者 

 基本的に振り上げる角度とアームの長さで衝突速度を決めています。あとは錘の質量で

印加する衝撃力が定まります。 

 

質問者 

 弊社は熊本大学の波多先生のところと一緒に衝撃試験をやることが多く、そこで色々経

験的な話として、エアガンもしくはバネで錘をぶつけるというやり方なのですが、一つポ

イントになるのが錘の衝突速度です。衝突速度が速いと内部に縦波の伝搬波が大きく出さ

せるので割と高周波を大きく出せます。ところがあの方式の欠点として、高周波の高いと

ころは高い衝撃を出せますが、低周波が出しづらいです。低周波を出そうとすると何をや

るかというと球のサイズを大きくする必要があります。そのため、全体を剛体的な動きを

させて低周波を出すというようなやり方になっています。その辺を考えると、実は錘をも

う少し小さくしてスピードを上げるというのもうまくバランスをとる方法なのかなという

コメントです。 

 

発表者 

 今後の参考とさせて戴きます。 

 

質問者③ JAXA 環境試験技術ユニット 施様 

 今回の大きいサブシステムレベルでの衝撃試験はかなりチャレンジングなことなのです

が、事前にハニカムを使って軽量化を図って、所定のレベルを出せるかどうか解析を使っ

てこれくらいのサイズと厚みであればというのを行っているのでしょうか。あるいはエイ

ヤでこのような感じであれば出せるのではないかというやり方でしょうか。このあたりご

苦労されたと思いますので、差支えなければご教示いただければと思います。またこの装

置、大型サブシステムの衝撃試験装置ということで日本でもあまりないのですが、これか

らも運用されるのか、この試験が終わったら廃棄となるのか、どのようなお考えでしょう

か。 

 

発表者 

最初のご質問ですが、当初直接波だけではなく、ハニカムパネルの面内剛性を利用して、

反射波との共振を期待して設計解析しました。残念ながら、ハニカムパネルの減衰が予想

以上に大きく、直接波で試行錯誤を繰り返すことになってしまいました。本装置は面内に

衝撃を与えて面内・面外の衝撃試験条件を同時に満たす仕様ですが、その代償として時系
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質問者② 株式会社テクノソルバ 中村様 

 錘を落下させているのですが、これは例えばバネ等で加速を行うのですか？ 

 

発表者 

 基本的に振り上げる角度とアームの長さで衝突速度を決めています。あとは錘の質量で

印加する衝撃力が定まります。 

 

質問者 

 弊社は熊本大学の波多先生のところと一緒に衝撃試験をやることが多く、そこで色々経

験的な話として、エアガンもしくはバネで錘をぶつけるというやり方なのですが、一つポ

イントになるのが錘の衝突速度です。衝突速度が速いと内部に縦波の伝搬波が大きく出さ

せるので割と高周波を大きく出せます。ところがあの方式の欠点として、高周波の高いと

ころは高い衝撃を出せますが、低周波が出しづらいです。低周波を出そうとすると何をや

るかというと球のサイズを大きくする必要があります。そのため、全体を剛体的な動きを

させて低周波を出すというようなやり方になっています。その辺を考えると、実は錘をも

う少し小さくしてスピードを上げるというのもうまくバランスをとる方法なのかなという

コメントです。 

 

発表者 

 今後の参考とさせて戴きます。 

 

質問者③ JAXA 環境試験技術ユニット 施様 

 今回の大きいサブシステムレベルでの衝撃試験はかなりチャレンジングなことなのです

が、事前にハニカムを使って軽量化を図って、所定のレベルを出せるかどうか解析を使っ

てこれくらいのサイズと厚みであればというのを行っているのでしょうか。あるいはエイ

ヤでこのような感じであれば出せるのではないかというやり方でしょうか。このあたりご

苦労されたと思いますので、差支えなければご教示いただければと思います。またこの装

置、大型サブシステムの衝撃試験装置ということで日本でもあまりないのですが、これか

らも運用されるのか、この試験が終わったら廃棄となるのか、どのようなお考えでしょう

か。 

 

発表者 

最初のご質問ですが、当初直接波だけではなく、ハニカムパネルの面内剛性を利用して、

反射波との共振を期待して設計解析しました。残念ながら、ハニカムパネルの減衰が予想

以上に大きく、直接波で試行錯誤を繰り返すことになってしまいました。本装置は面内に

衝撃を与えて面内・面外の衝撃試験条件を同時に満たす仕様ですが、その代償として時系

列データで比較すると、システム衝撃試験結果に対して 10 倍程度の過負荷となっています。 

 

二つ目のご質問ですが、シリーズ衛星があればそのまま使い続けることは可能ですが、

基本的には本コンセプトを生かした試験装置を開発し、次の衛星に適用する予定です。 
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6.6. 宇宙輸送機の振動環境緩和に関する研究 

 

宇宙航空研究開発機構 

研究開発部門  

第四研究ユニット / 第二研究ユニット 

伊海田 皓史 氏 / 柳瀬 恵一 氏 
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6.6. 宇宙輸送機の振動環境緩和に関する研究 
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質疑応答 
質問者① JAXA 第一宇宙技術部門 衛星利用運用センター 夏井坂様 

マルテンサイト変態とは、ヒステリシスは出ているが弾性変形的な話になるということ

でしょうか。 

 

発表者 

そうです。あるときは金属のような特性を示して、あるひずみ条件下では”やわらかい”

弾性体のような挙動を示す特性があります。負荷と除荷の経路が異なるため熱エネルギを

生み出しエネルギ損失特性を発揮します。 

 

質問者 

御伺いしたかったのは、繰り返し使用可能かという部分と、いわゆる樹脂系のダンパと

比較したときにどのようなメリットがあるのか、という部分についてお聞かせいただけれ

ばと思います。 

 

発表者 

はい。単結晶の合金ですので繰返しで疲労破壊を起こすというところには確かに課題が

あると考えておりますが、金属材料ですので繰返し使用することは可能になります。また

メリットとしましては、金属特性を持つものですので解析で予測しやすいという点がある

と考えています。 

 

 

質問者② 株式会社テクノソルバ 中村様 

 ランダム振動の応答のグラフについて、1 次モードの部分が非常に効果があると分かるの

ですが、中-高帯域が割と効きにくいのかなという気がしました。そのあたり何かお考えあ

りますでしょうか。 

 

発表者 

 まず、いま評価できているのは 1 次モードの部分であるというのが現状で、中帯域以降

は確かに効きにくいという点はあります。先ほど課題として識別した試験コンフィギュレ

ーションの違いもありますので、そういったところをもう少し簡単なモデルで検討してい

くことが必要かという風に考えております。 

 

共同発表者 JAXA 第二研究ユニット 柳瀬様 

 補足とコメントをさせて頂きます。低周波の方が効果的というのは変位が大きいからで

して、高周波の方は変位が出ないので単純に効かなくなります。資料 14,15 ページの図を見
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て頂くと、例えばダミー機器が搭載されている部分の加速度実効値は 3Grms 程度と非常に

負荷レベルの低い試験となっています。またダミー機器を載せた搭載板が面密度が低く音

響励起されにくいラティス構造という構造をしておりまして、音響のような高周波を落と

そうと思ったらそもそも揺れないようにしなければならないということが分かりましたの

で、そのような方向で検討を進めていくのが良いのではないかと考えているところです。 

 

 

質問者③ JAXA 環境試験技術ユニット 施様 

 原理としてはヒステリシスを用いて減衰させ、変位が小さい部分は通常の金属と同じ剛

性を示すということですが、剛体変位として働く部分に適用すれば効果がもっと現れるの

ではないかと思ったのですがその部分に関してお考えはありますでしょうか。また、SCSMA

の加工性について、例えばコイルばねのような形状にすれば変位をかせぐことができまた

アイソレータとしての機能も期待できるかと思いますが、そのあたりはどのようにお考え

でしょうか。 

 

共同発表者 JAXA 第二研究ユニット 柳瀬様 

 まさに仰るとおりでして、剛体変位が大きいところはやはり効きやすいです。そのため、

擾乱カットに効果的で、擾乱カッターとしてこの SCSMA を適用しようという検討を進めて

おります。また、コイルばねに関してはまさに高周波に適用するにはどうしたら良いかと

いう部分で解決案の 1 つだと考えていますが、問題は SCSMA の加工性の部分でして、引出

しで加工するのですが脆性を持っており熱処理が中々大変な作業になります。多結晶でこ

のような性能が出せるのも別途研究が進んでいるという風に聞いておりまして、そういっ

た方向でできればもっと色々な加工が可能になるのではという風に期待しております。 
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て頂くと、例えばダミー機器が搭載されている部分の加速度実効値は 3Grms 程度と非常に

負荷レベルの低い試験となっています。またダミー機器を載せた搭載板が面密度が低く音

響励起されにくいラティス構造という構造をしておりまして、音響のような高周波を落と

そうと思ったらそもそも揺れないようにしなければならないということが分かりましたの

で、そのような方向で検討を進めていくのが良いのではないかと考えているところです。 

 

 

質問者③ JAXA 環境試験技術ユニット 施様 

 原理としてはヒステリシスを用いて減衰させ、変位が小さい部分は通常の金属と同じ剛

性を示すということですが、剛体変位として働く部分に適用すれば効果がもっと現れるの

ではないかと思ったのですがその部分に関してお考えはありますでしょうか。また、SCSMA

の加工性について、例えばコイルばねのような形状にすれば変位をかせぐことができまた

アイソレータとしての機能も期待できるかと思いますが、そのあたりはどのようにお考え

でしょうか。 

 

共同発表者 JAXA 第二研究ユニット 柳瀬様 

 まさに仰るとおりでして、剛体変位が大きいところはやはり効きやすいです。そのため、

擾乱カットに効果的で、擾乱カッターとしてこの SCSMA を適用しようという検討を進めて

おります。また、コイルばねに関してはまさに高周波に適用するにはどうしたら良いかと

いう部分で解決案の 1 つだと考えていますが、問題は SCSMA の加工性の部分でして、引出

しで加工するのですが脆性を持っており熱処理が中々大変な作業になります。多結晶でこ

のような性能が出せるのも別途研究が進んでいるという風に聞いておりまして、そういっ

た方向でできればもっと色々な加工が可能になるのではという風に期待しております。 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

6.7. 標準化活動の意義と、 

環境試験技術への期待 
 

宇宙航空研究開発機構 

安全・信頼性推進部 安全・信頼性推進グループ 

角 有司 氏 
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質疑応答 
質問者① JAXA 第二研究ユニット 柳瀬様 

ＡＳＮＡＲＯ２の発表もありましたが、昔、アメリカのＤＯＤで信頼性を高く保たなけ

ればならないものは、Ａというカテゴリを作ってもの凄い大金をかけて試験をやります。

それからＢ，Ｃとランクをつけて、コストレベルを高くできないチャレンジングなものは

標準のレベルを下げるというような話がありました。今日のように、データが集まってき

ている現状を踏まえると、次はそういう検討が可能になると思っていますが、この点につ

いていかがでしょうか。 

 

発表者 

衛星のクラス分けの話については、安信部の中でもよく議論になります。逆に言うと今

はＪＡＸＡの衛星は 1 階層しか無いので、一律の条件が課せられるというような現状です。

小型衛星がたくさん開発されるとこの点の検討がより必要になると考えています。ただし、

海外からの視点で見ると、まだデータ数が圧倒的に少ないです。このように、必要性と現

実との間で、一歩踏み出せずにいる状態です。今後、衛星クラス分けについて、引き続き

検討や議論をさせていただきます。 

 

 

質問者① JAXA 第二研究ユニット 柳瀬様 

 衛星クラス分けに関しては、メーカと連携して、メーカ主導で検討していただくのはど

うでしょうか。JAXA が主導になると、どうしても厳しめになってしまうと思っています。 

 

発表者 

 おっしゃる通りです。メーカの協力も仰いで、一丸となってやる必要があると思ってい

ます。 

 

質問者② JAXA OB 斎藤様 

 信頼性の観点で、部品への取組の最近の動向を教えていただきたい。 

 

発表者 

 既知の範囲で申し上げますと、JAXA 内の部品への取組も変わってきております。 

特に、部品の認定制度をメーカに一任していただくというような議論が行われています。 

 

質問者 

 例えば、航空機業界などは、海外の部品の認定制度がゆるぎなく構築されていて、日本

部品が立ち入る隙がありません。宇宙業界で同じことにならないか懸念しています。 
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発表者 

 懸念点を踏まえて、検討させていただきます。 

 

質問者③ 有人宇宙システム株式会社 青木様 

標準について、あまり詳しいわけではないため、向こう見ずな質問になるかもしれません

が、ご了承ください。民生としての宇宙を頭に思い浮かべたとき、標準化というのは非常

に大切だと思います。安全性・品質保証の観点で、人に影響を及ぼすこと、ミッションに

影響を及ぼすこと、あるいは、周囲へ影響を及ぼすこと等のようなランク付けがあると思

います。そのときにたとえば先ほどの熱サイクル試験 8 回を 4 回にというような話にもつ

ながると思いますが、人にとって重大な影響を与えるようなハザードを起こすんだったら 8

回、周囲への影響を及ぼすようであれば 4 回、自分のミッション喪失だけだったら１回と

かそういうような標準化の方法というのはあり得ないですか。 

 

発表者 

 用途に応じた標準のランク分けということでしょうか。試験標準の観点で見れば、プロ

ジェクトごとに影響度というものが決められております。つまり、影響度と発生の頻度に

よって、戦略が変わります。先ほどのおっしゃったように、ハザードによってあるいは、

環境によって試験要求が変わるというような規則は現状ありません。試験条件は、一律決

まったものが課されます。 

先ほど別の発表における質問にもあった通り、ミッションに応じて色々要求が変わって

くるということは、まだ全体の設計標準としては設定されていないという状況になってお

ります。試験標準の観点で見ると、条件に合えば、テーラリングは許可となっております。

しかし、試験標準も設計標準同様に、カテゴリ化・レベル分けされていない現状です。 

熱サイクル削減の話をすると、条件を達成すれば、8 回か 4 回かの選択の余地があると証

明できたことが、今後の標準の検討を進める中で、インパクトが大きいと感じてます。 
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発表者 

 懸念点を踏まえて、検討させていただきます。 

 

質問者③ 有人宇宙システム株式会社 青木様 

標準について、あまり詳しいわけではないため、向こう見ずな質問になるかもしれません

が、ご了承ください。民生としての宇宙を頭に思い浮かべたとき、標準化というのは非常

に大切だと思います。安全性・品質保証の観点で、人に影響を及ぼすこと、ミッションに

影響を及ぼすこと、あるいは、周囲へ影響を及ぼすこと等のようなランク付けがあると思

います。そのときにたとえば先ほどの熱サイクル試験 8 回を 4 回にというような話にもつ

ながると思いますが、人にとって重大な影響を与えるようなハザードを起こすんだったら 8

回、周囲への影響を及ぼすようであれば 4 回、自分のミッション喪失だけだったら１回と

かそういうような標準化の方法というのはあり得ないですか。 

 

発表者 

 用途に応じた標準のランク分けということでしょうか。試験標準の観点で見れば、プロ

ジェクトごとに影響度というものが決められております。つまり、影響度と発生の頻度に

よって、戦略が変わります。先ほどのおっしゃったように、ハザードによってあるいは、

環境によって試験要求が変わるというような規則は現状ありません。試験条件は、一律決

まったものが課されます。 

先ほど別の発表における質問にもあった通り、ミッションに応じて色々要求が変わって

くるということは、まだ全体の設計標準としては設定されていないという状況になってお

ります。試験標準の観点で見ると、条件に合えば、テーラリングは許可となっております。

しかし、試験標準も設計標準同様に、カテゴリ化・レベル分けされていない現状です。 

熱サイクル削減の話をすると、条件を達成すれば、8 回か 4 回かの選択の余地があると証

明できたことが、今後の標準の検討を進める中で、インパクトが大きいと感じてます。 

 
 
    

 
 
 
 
 
 
 
 
 

6.8. 宇宙機一般試験標準の A 改訂における 

改正の方向性及び主な変更点 
 

宇宙航空研究開発機構 

環境試験技術ユニット 

矢野 力 氏 / 施 勤忠 氏 
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質疑応答 

質問者 有人宇宙システム株式会社 青木様 

（P20 の表に関して）私は今まで認定（QT）でワークマンシップエラースクリーニングを

行い、受入（AT）ではしていないという認識なのですがそのような意味でしょうか。 

 

発表者 

認定(QT)の項目において“No”と記載していることは、語弊があるかもしれません。基

本的に、認定されたものを設計して打ち上げるという宇宙機の考え方の中で、ワークマン

シップエラーはどこで確認しなければならないのか？ということがあります。ワークマン

シップエラーはあくまでも製造のミスであるので、フライト品では受入（AT）時に必ずこ

のワークマンシップエラーは検証しなければなりません。 

一方で、フライト品の認定（QT）ではワークマンシップエラーのスクリーニングが目的

ではなく、より厳しい環境での設計や製造工程も含めた妥当性検証であるので、当該表で

は“No”としています。 

 

質問者 

私は今まで製造には人的要因やロッドのばらつきの影響もあるため、認定では厳しい条

件を与えていると考えていましたがそうではないのでしょうか？ 

 

共同発表者 JAXA 環境試験技術ユニット 施様 

認定（QT）は設計、製造及び組立の全て検証対象となります。この表では、フライト品

が検証をしていないという意図で“No”としています。つまり認定（QT）による担保は出

来ないということを意味しており、認定されたからといって、フライト品や別のハードウ

ェアを作ることに対してワークマンシップエラーがないということを担保しているのでは

ありません。 

 

質問者 

要するに、認定（QT）を行ったからといって、受入（AT）をしなくてもいいという意図

ではないということでしょうか？ 

 

共同発表者 JAXA 環境試験技術ユニット 施様 

 はい。その通りです。 
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6.9. 閉会挨拶 

 
宇宙航空研究開発機構 

環境試験技術ユニット 

ユニット長 中尾 正博 
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6.9. 閉会挨拶 

 
宇宙航空研究開発機構 

環境試験技術ユニット 

ユニット長 中尾 正博 
 
  

環境試験技術ユニット長の中尾と申します。閉会に当たりまして、ご挨拶を申し上げま

す。 

 

本日は、多くの講演を頂き、誠にありがとうございました。また、会場の皆様におかれ

ましては長時間のご聴講お疲れ様でした。本日は様々な企業の方、また JAXA の職員から

試験の省略等の新しい規程の考え方、機械環境緩和、標準化等多数の講演をいただきあり

がとうございました。改めてお礼を申し上げます。また、宮下先生には教育としての活動

内容を講演いただき、少し変わった話題で非常に興味深く聞かせていただきました。 

各講演とも、活発なご議論をして頂き、時間が足りなくなってしまい、申し訳ありませ

んでした。また、私ども環境試験技術ユニット職員がポスターセッションを行いましたけ

れども、多くのご質問や意見交換がなされ、非常に有用であったと思っております。この

点についても感謝申し上げます。時間の制約で議論が足りなかった分につきましては、こ

のあとの意見交換会でぜひ続きをお願いしたいと思います。 

 

最後になりますが、冒頭の舘の挨拶にもありましたように、宇宙開発を取り巻く環境は

変化してきております。アメリカのように日本でもベンチャー企業が出てまいりました。

また活動法が施行され、防災・環境法等の政策に宇宙のことが取り組まれるようになり、

JAXA を取りまく環境が変化してきましたので、役所だけでなく民間の方とも交流をさらに

深めまして、より良く、より適切な試験ができるよう引き続き、研究・開発を進めていき

ますので、ご指導・ご鞭撻のほど、よろしくお願いします。 

 

これをもって閉会の挨拶とさせて頂きます。本日はどうもありがとうございました。 
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7. ポスターセッション 
ポスターセッションの内容を以下に示す。発表はいずれも環境試験技術ユニット職員によるもので

ある。 
 

WS15-P01 
宇宙機やそのミッションに応じたトータルコスト最小化の観点による試験条件の

適正化 

WS15-P02 
損失コスト抑制のための試験時機器破損確率評価の試み 

―システム音響試験とコンポーネントランダム振動試験を例に― 

WS15-P03 
1600 ㎥音響試験設備における地上音響試験データとロケット打上げ時におけるフ

ライトデータの定量的比較による音響環境“拡散音場”模擬の妥当性検討 

WS15-P04 
通常の宇宙機とは異なる運用環境に遭遇する供試体の試験条件設定とその実際 

―HTV搭載小型回収カプセル― 

WS15-P05 熱真空試験セットアップの簡略化を目指したワイアレス温度センサの開発 

WS15-P06 宇宙機磁気試験設備への適用を目指した小型・高精度新方式磁力計の研究開発 

WS15-P07 電波試験設備 コンパクトレンジシステムの改修・更新基本設計検討 

WS15-P08 【映像展示】試験設備共用制度の紹介 

 
 
 

   
図 7-1 ポスターセッション会場の様子
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